
D-P　①
建学の精神を基に、人々の
健康生活を実現するため、
医療従事者としての使命感
と倫理観、良好な人間関係
を構築できるコミュニケー
ション能力を活かし、リー

ダーシップを発揮することが
できる。

C-P　教育内容　③
口腔保健学の専攻研究科
目で修得した高度な専門知
識と技能を学内外での学修
発表を実践し、研究者、教育
者、臨床家としての能力を修

得する。

部門 分野 ナンバリング 科目名 必修
年次
配当

口腔保健衛生学概論に
関する科目

S411-578-01 社会歯科学 必 秋 ○

S411-573-02 歯冠・歯列欠損修復学 必 秋 ○
S411-481-03 成長発育学（顎・顔面） 必 秋 ○

口腔疾患予防学に関す
る科目

S411-578-04 口腔の健康学 必 春 ○

S411-579-05 口腔保健管理指導論 必 春 ○
S411-579-06 口腔保健管理学 必 秋 ○
S411-574-07 口腔先端歯科医療学 必 秋 ○
S411-575-08 摂食・嚥下リハビリテーション学 必 秋 ○

専攻研究 S416-845-09 専攻研究 必 通年 ○

専攻科目
Ｂ群（実習
科目）

口腔保健衛生学に関す
る実習科目

S417-579-10 専門診療科実習 必 通年 ○

S411-571-11 頭頸部の基本構造 必 秋 ○
S411-455-12 歯の進化・人類学 必 春 ○

専攻に係
る単位以
外の科目

S411-143-13 洋書講読 必 春 ○

関連科目

専攻科目

D-P　②
口腔保健の役割と重要性を理解し、科学的探究心と問題
解決能力、生涯学習能力、自己決定能力を身につけてい

る。

ディプロマ・ポリシー

カリキュラム・ポリシー

D-P　③
口腔保健学を専門とする研究者、教育者、臨床家として必

要な能力を修得し、発展向上させることができる。

C-P　教育内容　②
口腔保健学の役割を修得するため、専攻科目にＡ群（講
義・演習科目）とＢ群（実習科目）、関連科目、専攻に係る
科目として洋書講読を設置する。さらに、専攻研究として
独立行政法人大学改革支援・学位授与機構に提出する論
文作成により科学的探究心と問題解決能力、生涯学習能

力、自己決定能力を修得する。

2023年度　愛知学院大学短期大学部専攻科
カリキュラムマップ C-P　　　教育内容①

専攻科目の講義、実習科目などを通して、恩容な心で他者
の心情と行動を理解した倫理観を学ぶ、さらに、多様な職
種の人々と協働することができるチーム医療人としてのコ
ミュニケーション能力を臨床実習の実践で活かし、リーダー

シップ能力を修得する。

臨床歯科医学に関する
科目

Ａ群（講
義・演習科

目） 口腔保健指導に関する
科目

歯科診療補助に関する
科目


